
地

域

節
十

笹

口
本
地
孤
教
授
の
参
考
署
で
あ
る
と
典
に
'
塊
徒
に
持
た
す
'1こ
過
し

た
小
か
手
で
あ
る
｡
色
刷
の
由

脱
,1
げ
平
地
と
山
地
と
み
里
見
'1
分
げ

川
の
批
准
や
紙
城
の
一印
横
松
示
し
'
附
す
る
に
願
の
人
目
の
多
試
み
比

率
印
榊
中
に
入
れ
て
阿
桁
の
比
校
と
共
に
人
口
の
粗
碑
な
剣
か
ら
ぜ
て

ゐ
る
｡

(光
･1
其
の

1
靴
人
口

丁
前
の
蘇
ポ
･.h
の
肋
ベ
ガ
は
阿
山
-
な

い
O
イ
ギ
2
･
ス
の
和
等
州
即
朝
に
散

い
て
あ
る

様
な
瓢
の
分
祁
方
挙

や

取
っ
て
な
い
な
ど
は
ま
づ
い
〕蘇
葉
脚
と
し
て
は
米
､射
止
糸
的
物
の
三

つ
の
分
布
脚
が
あ
る
0
附
錨
に
は
主
に
人
文
地
理
に
関
す
る
各
稀
の
統

計
み
ル
).ド
ナ
ン
バ
ー

で
鞠
げ
て
あ
る
｡
=
の
統
計
や
地
相
奪
っ
ま
-

駆
僻
す
れ
ば
よ
い
根
菜
が
出
氷
る
が
t

T
髄
に
祁
鮎
と

し
て
居
る
の
で

絶
て
の
記
繊
姉
功
ye)佼
ふ
の
は
容
易
な
こ
･JJ
で
は
あ
る
ま
い
O
(S
)

0

鍍

物

と

地

質

河
村
信

丁
著

讐

ハ
墜

三

〇rFq
附
錐
結
晶

蓑
及
粋
品
脚
十
恭

昭
和
三
年
四
月

東
京
本

郷帖
弓
町
平
野
省

犀
鞄
行

封
静
が
餅
八
筒
等
嘩
校
で
の
紡
鵡

用プ
リ
ン
ト
私
改
灯
し
た
錦
物
額

及
地
質
導
の
概
嬰
で
あ
る
.
爪
紙
筒

韓堺
校
に
於
け
る
軸
物
撰
地
質
拳

の
緋
弟
ほ

T
串
年
約
六
十
時
間
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
虎
め
か
し
て
､
新
撰

の
壌
間
的
興
煉
れ
)そ
～
る
枚
ii
は
珊
せ
ら
れ
て
居
な
い
.
本
省
-
織
物

嘩
地
盟
串
の

1
般
ほ
紀
い
て
は
ゐ
る
が
､
妃
代
の
発
達
し
た
銀
物
蝉
に

は
触
れ
ず
に
浅
水
の
ク
ロ
ッ
ク
マ
ン
や
ナ
ウ
マ
ン
チ
ル
ケ
ル
以
上
に
は

出
て
ゐ
な
い
の
が
日
並
つ
O
殊

に

地

質
蜂
の
方

は
約
二
十
五

時
間
の
制

に
組
立
て
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
ま
り
に
記
事
が
形
骸
に
過
ぎ
る
鱒
カ
が

あ
る
O
獅
且
つ
地
封
串
の
部
分
に
は
抑
蹄
が
湛
L
-
乏
し
い
｡
こ
れ
代

シ

ノ
ブ
シ
ス

納

義

邦

袖

概

で
あ
る
鰭
で
あ
ら
う
｡
兎
-
角
か
う
し
た
細
物
地
質
学
が

節

1
班

崇

七
六

筒
等
教
育
で
諜
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
､
あ
ま
り
に
近
倣
式
で
な
い
｡
寧

ろ
文
科
で
離
%T･b
れ
て
ゐ
る
臼
然
科
挙
中
の
鏑
物
非
の
部
分
の
方
が
若

い
導
従
の
串

間
執芯
よ
ぴ
さ
ま
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
｡
(N
)
'

0

世

界

地

理

消

耗

泣
藤
tl.共
著

甘
今
沓
院
敢
行

昭
和
三
年

五
月

定
借
こ
脚
二
十
鎚

畢
習
院
政
授
出
港
(%重

代
が
外
出
の
隙
の
塩
狩
記
と
い
っ
た
も
の
が

本
草
で
あ
る
｡
日
本
か
ら
ア
メ
-
カ
'
英
吉
利
'
猶
逸
､
俳
樹
四
､
伊

大
利
､蛾
四
と
巡
遊
し
て
'地
坤
縮
み
(
て
好
尚
と
い
ふ
他
罪
双
枇
り
の

T
週
記
で
あ
る
｡
帯
鋸
は
職
後
編
外
に
申
b
れ
ii
の
で
狗
泡
や
ォ
-
ス

ト
-
十
､
チ
エ
タ
コ
ス
ロ
バ
キ
十
な
ど
に
つ
い
て
そ
の
扱
非
の
状

況
を

眼
に
見
る
や
う
に
記
し

て
ゐ
ら
れ
る
'
流
暢
な
別
快
な
鵡
輩
で
､
す
ら

く

と
地
政
､
風
俗
､
産
菜
た
ま
に
は
麟
虫
な
ど
迄
叙
越
し
て
あ
る
が

称
に
名
所
の
風
食
私
記
す
仲
が

い
4
J-

と
し
て
ゐ
て
阿
白
い
｡
栄
樹

で
は

コ
｡
ラ
ド
､
ナ
イ
十
か
ラ
｡
英
樹
で
は
キ
ャ
ッ
ス
ル
カ
ソ
タ
リ
ー

カ
ト
ゲ
y
潮
O
鵜
泡
で
は
五
月
の
お
花
見
t
な
ど
が
そ
の

例
で
あ
る
.

盟
寓
な
智
誠
迫
憶
の
巾
か
ら
'
こ
れ
ま
で

怖
牌
に
賓
戟
よ
-
仕
上
げ
ら

れ

た
オ
輩
に
敬
版
す
る
'
小
蝉
塊
の
説
外
胡
不
と
し
て
､
米
-
ほ
帝
年

回
の
一章
不
と
し
て
大
下
に
幣
及
せ
ん
=
と
な
拙
称
す
る
｡
(F
)

ヤナ
h.t
ラ

書

,341･l喜
▲y〇一l
一
〇
書
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雑

報

…
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i
▲■

柵

原

鍍

山

草弟概
要
鎌山の倣
聡抑
瞬
桃
山
望

品

川
か

挟
め
腸
相
郷
相
和
餌
付
久
米
邦
吉
的
村
の
前
村
に
搾
り
山
陵
練
利
親
僻



を
北
に
距
る
約
五
騒
山
勘
非
の
個
あ
り

7
時
間
に
し
て
曽
ケ
原
に
重
り

其
れ
よ
り
徒
渉
約

1
時
間
に
し
て
柵
原
に
揺
す

中
国
線
締
出
輝
よ
り
ほ
約
二
男
自
動
串
71
て
銀
山
ま
で
建
す

銀
山
の
沿
革

柵
原
銀
山
は
明
椅
十
四
五
年
の
由

勝
川
郡
南
利
親
村
稲

田
利
平
氏
の
発
見
に
か
1
り
耐
水
鵡
多
の
附
草

や
総
て
大
正
五
年
九
月

令
名
骨
批
藤
m
紬

に
移
り
繋
咋
瀬
川
幼
非
株
式
骨
批
の
創
立
に
解
り
之

も

形
放
し
拭

軸及
び
迎
蝕
設
備
の
改
昔
と
柴
捜
索
迫
の
教
紋
.1
よ
り
醐

吹
井
田
日
払
改
め
大
正
十
五
年
九
月

7
大
新
鋭
解
の
党
風
ぜ
ら
る
1
あ

り
共
助
赦
錦
石
の
如
認
臓
な
る
と
晶
質
の
悔
且
な
る
と
は
共
に
常
山

の

給
と
す
る
析
な
り
.

銃

匠探
桝
繊
院

二

〇
二
ニ
'
七
三
七
坪

試
珊
餓
区

七
､

二二
八
､
五
五
五
坪

銀

盤安
金
銀
丑

三
十
五
億
貰

推
定
政
党

五
十
倍
賞

錦
石
の
品
倣

幼
石
は
硫
化
地
銀

にし
て
共
晶
倣
憾
良
な
る
=
と
我
国
第

7
に
し
て
硫

現
の
含
有
丑
甘
卦

中
五
十
二
以
上
.鋤
の
含
有
盈
四
十
六
以
上
に
速
了
｡

銑
石
の
用
途

硫
酸
淑
出
川
城
料
.i
し
て
主
と
し
て
硫
酸
ア
ノ
モ
二
十
'
過
燐
酸
石
次

等
人
造
肥
料
共
伽
の
他
掛
工
兼
原
料
と
し
て
館
川
端
幽
頗
る
頗
-
久
雄

化
繊
蝕
の
焼
綿
は
敷
地
顔
料
と
し
て
任
用
さ
れ
つ
Jtあ
り
｡

新

帝

最
近

7
ケ
年
生
直
鎖
丑
､
偶
絡

生

産

高

三
千
甫
貿

慣

絡

官
六
十
鞘
脚

従

銭

且

大
官
七
十
四
人

昭
和
三
年
四
月
末
現
衣

坑
外
拙
策
盈

三
甘
八
人

坑
内
従
業
且

三
甘
六
十
六
人

(浦

上

報
)

0
朝

鮮

の
酎

内

地

貿

易

昭
和
二
年
申
朝
鮮
の
封
内
地
貿
易
部

は路
上E
三
億
三
千
七
十
九
鵜

7
千
倣
脚
､
移
入
二
位
六
千
九
官
四
十
七

溺
三
千
健
側
令
計
六
億
二
十
六
前
四
千
僚
脚
に
し
て
稗
-;
超
過
六
千
宵

三
十

丁
謁
七
千
倍
蜘
之
か
前
年
にこ
比
し
て
移
出
七
官
三
十
八
筒
四
千
脚

も
減
L
).
移
入
二
千
甘
二
十
三
筋
七
千
健
脚
を
将
加
す
｡

締
出
硫
安
晶
は
米
で
あ
っ
て
斑
盈
六
甘
凹
十
五
鵜
五
千
七
甘
二
十
四

石
何
輪
約
二
億
脚
に
し
て
祈
年
よ
り
i
六
十
七
前
石
の
将
加
で
あ
る
､

米
に
つ
ぐ
大
豆
は
凡
百
四
十
五
前
石
p
二
千
二
宵
前
脚
に
止
る
､
=
れ

に
つ
ぐ
も
の
は
鮮
魚
六
十
筒
斤
､二
ハ
官
茂
樹
'
乾
魚

叫
千
五
宵
萌
斤
､

何
桁
五
甘
前
側
へ
鞄
魚
八
十
前
脚
内
外
海
野
p
砂
雑
､
牛
皮
'
繰
紬
'

鰭
.
銀
糸
､
締
盟
虫
淋
p
烈
鉛
､
石
炭
､
企
'
鈍
'
銃
､
牛
､
パ
ル
プ

木
材

'
梅
林
'
肥
料
､
琴
で
あ
る
｡
移
入
の
方
で
は
栄
､
歩
'
砂
糖

､

酒
､
密
約
'
非
細
事
､

マ
ッ
チ
'
紬
､
紬
粍
糸
､
金
巾
斯
､
晒
余
巾
､

天
竺
布
'
白
水
紬
'
純
水
紺
等
'
宅
糾
物
'
約
糾
物
'
孤
綱
､
.n

4
靴

押
紙
､
和
紙
､
石
:.LS
t
セ
メ
ゾ
ト
､
陶
磁
辞
'
銀
製
品
胡
桃
､
北
ハ他
で

あ
っ
Y
鮮
入
明
の
鰐
要
が
年
と
共
.1
相
加
す
る
の
勢
で
あ
る
.

俳
舟
渡
前
明
治
四
十
二
年
ま
で
内
地
の
封
外
貿
易
で
'
封
支
貿
易
が

丑

七
七



地

球

餌
十
怨

7
億
二
千
胡
脚
の
時
に
'
封
鮮
貿
易
は
雌
に
四
千
前
脚
'
即
三
分

L
に

過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
､
今
E=
で
は
卦
支
貿
易
以
上
の
稗
′
<
榊
に
な
り

十
年
以
前
の
移
出
入
二
億
五
千
四
甘
前
払I
に
封
比
し
て
､
約
二
倍
や
と

な
っ
た
｡
畠
他
の
潤
は
す
併
隔
世
の
感
が
あ
る
で
は
な
い
か
｡

0

本

邦

と

甫

阿
聯

邦

と

の
雪

道

日
本
よ
り
嗣
阿
聯
邦
に
抽

入
ぜ
ら
る
1
如
拙
物
〔細
水
紬
'故
シ
ー
チ

ン

グ
､
紬
帆
布
､
晒
金
巾
'

締
約
細
へ紬
ア
ラ
ン
ネ
ル
)
柿
千
路
､
串
は
主

と
し
て
大
阪
市
Tや
小
心
と

す
る
也
経
市
場
よ

り
仕
入
れ
､
郷
戸
よ
り
輸
出
ぜ
ら
る
'
紬
鮪
は
産
地

が
上
州
足
利
佐
野
地
方
な
れ
ば
梯
演
よ
り
輸
出
写
b
る
'
迎
輪
機
鯛
は

日
本
郵
相
'
大
阪
商
船
の
南

米
航
路
､
非
阿
航
路
に
よ
る
｡
H
郵
岡
水

練
は
背
油
滴
紫
郎
犯
と
い
び
､
･.蘇
月

7
回
の
不
定
期
航
海
に
し
て
､
桝

鰭
四
日
市
'
帥
戸
､
門
司
､

香

港
'
四
賀
､
新
富
蚊
'
埴

ソ
バ
サ
'
デ

ラ
ビ
ベ
ト
に
鮮
髄
し
､
ダ
ー
バ
ン
､
ア
1;
T7
ア
ベ
-
'
ケ
ー

プ
タ
ウ
ン

私
へ
て
招
来
に
至
る
'
其
就
航
如
け
三
十
年
の
欺

洲
航
路
朗
に
し
て
老

朽
な
れ
ば
日
阿
悶
凹
十
倍
日
払
質
す
｡

大
阪
商
船
の
南
米
･:4
期
航
路
(他
罪

丁
迦
航
路
)
は

7
ヶ
年
十
回
の
定

期
舶
に
し
て
､
紳
戸
よ
り
構
･.田
へ
ゆ
き
'
迎
航
し
て
四
日
市
､
紳
戸
.

長
崎
､
番
淋
'
新
諒
蚊
､

コ
｡
ン
肘
､
ダ
ー
バ
〆
'
ア
ル
ゴ
ア
ベ
-
､
ケ

ー
プ

タ
ゥ
ソ
私
へ
て
南
米
に
至
る
､

其
就
航
船

は

･
7端
職

級
の
舶
及
新

治
の
デ
ー
セ
ル
式
.モ
ー
が
-
舶
三
選
に
し
て
優
芽
な
れ
ば
日
阿
開
三
十

億
日
払
嬰
す
る

の
み
O

大
阪
瀬
阿
航
路
も
大
正
十
五
年
の
開
始
に
て
､
大
阪
'
紳
戸
､
長
峰

朝
露
蚊
､
宅
シ
バ
サ
､
ザ
ン

汐
パ
ん
{
タ
ラ
サ
ラ
ー
ム
､
バ
イ
ラ
､
デ

節

叫
幼

究

七
八

ラ
･n
ア

ベ

-
私
放
て
ダ
ー
バ

ン
に
亙
る
'
海
月

?
的
の
尤
期
航
路
に
て

聯
邦

へ
の

輸
出
荷
物
多
し
'

か
-
て
臼
阿
関
の
輸
送
は
三
組
あ
り
､
擬

月
三
回
の
船
便
に
ェ
り
て
輸
入
し
う
る
わ
け
也
o

O

支

那

の
茶

支
那
は
飼
止
雌
犬
Li
し
て
英
樹
栽
増
の
泡
地
た
る

泣
粁
熟
畔
の
多
雨
地
に
位
す
る
と
共
に
地
質
叉
恭
樹
に
池
す
る
赤
色
沙

山粁
厨
の
蒋
陵
､
二
些

二
曲
紐
及
レ
ー
チ
ッ
ク
暦
即
ち
爽
裁
厨
の
丘
陵
地

多
-
し
て
､
茶
の
生
産
範
閏
頗
る
蛸
帆

に
し
て
北
総
二
十
三
庇
乃
器
三

十
二
比
内
の
申
文
部
及
両
支
部
到
る
析
茶
畑
あ
れ
ど
も
北
支
那
は
也
耗

地
少
し
'
托
輔
省
､
安

徽
省
の
長
江
以
南
'
湖
北
省
の
南
中
五
分
竺

二

湖
同
省
､
江
田
省
'
耐
建
省
､
斬
江
省
の
全
部
四
川
虫
州
賀
岡
の
北
牛

就
中
両
軸
の
支
脈
た
る
小
蒋
陵
及
其
傾
斜
地
は
長
茶
樹
の
北
蛾
に
過
し

相
浦
'
湖
北
'
江
華

安
御
'
一隅
祉
'
斬
江
の
六
省
は
澱
も
盛
ん
也
其

出
産
数
鹿
は
統
計
の
明
な
る
も
の
な
さ
ね
以
て
之
み
知
る
髄
は
ず
と
雌

も
民
的
七
年
の
牧
頼
嗣
査
来
光
の
如
し
｡

省

別

加
‖
干
支
畝

･
-3

茶

紅
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コ
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四
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1
八
二
〇
年
頃
に
は
茶
の
輸
出
餌
は
輸
出
党
易
紙
料
の
凹

朴
二
二
､･
洗
ハ後

1
八
六

七
年
に
は
五
分
三
和
占
め
た
り
し
も
現
今
竺

二
分
以
内
に
減
退

せ
り
｡

7
八
空

ハ
咋
迄
は
支
那
茶
貿
易
旺
盛
な
り
L
も
'
共
役
粥
磁
位

鶴
と
し
て
幼
稚
な
る
栽
培
法
み
踏
迅
し
て
科
挙
的
智
識
な
く

市
場
は

湖
次
印
･tgg
琴

日
本
茶
､
瓜
畦
非
静
に
雅
は
れ
つ
･̂
あ
り
'
撤
職
前
に

は
解
団
鶴
男
糖
除
に
よ
り
て
オ
デ
ッ
サ
に
隣

接
さ
れ
し
も
の
和
親
の
餌

に
上
り
L
も
現
衣
は
助
る
抄
-
シ
ベ
-
ア
鋪
西
北
よ
り
排
路
絃
地
方
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怜
造
ぜ
ら
る
ゝ
も
の
あ
り
'
上
略
よ

り

輸
出

ぜ

ら
ろ1
も
の
は
､
欺
洲

航
路
に
て
海
路

が
-
ト
サ
イ
ド
LIi
リ
近
光
地
方
に
再
輸

出
せ
ら
ろ
､
近

時
近
湘
批
瑚
方
術
よ
り
柄
物
茶
の
甜
単
相
如
し
'
印
度

シ
ャ
ム
地
分

へ

も
多
盤
の
挫
文
あ
り
と
い
ヘ
ビ
も
､
支
那
茶
の
輸
出
は
滑
水
払

韓
方
法

み
改
昔
ぜ
ざ
る
限
り
職
山
の
将
加
甘
嗣
雑
な
る
も
の
1
如
し
7

7
九
二
六
年

度
の
仲
山
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型
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招
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〇
拾
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凹
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0
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瞬
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茶
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'
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措
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食
計
八
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六
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粉
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事

情

フ
イ
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銅
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紺
十
蒜

墓

二
十

二
班
'
西
総

官
七
十
七
庶
力
寅
雄
潜
甘
七
十
託
庇
の
間
に
あ
る
･持
鵬
茨

山霜

各
部
私
包
含
L
･
シ
ド
ニ
ー
よ
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千
七
宵
聖
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関
蘭
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
よ
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千
首
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の
距
離

に
あ
3
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偽
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墾

膏

力
雪

盲

五
十
と

琳

報

榊
ぜ
ら
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ゝ
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如
任
の
･:方
礁
多
-
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ト
ウ
マ
屈
領
十
凹
ガ
幌
み
合
せ

て
､
七
千

八
十
三
分
哩
リ
英
本
図
り
エ
ー
ル
ス
と
同
所
研
な
り
O
主
な

る
梅
は
ゲ
イ
テ
ィ
｡
レ
グ

四
､
〇
五
三
万

雌

ダ
ア
ヌ
ア

｡
レ
グ
二
､

7
三
〇
分
唖

タ
ダ
イ
ウ
ニ
'

二
7
七
分
哩

カ
ダ
ブ

り
二
四
万
鵬
韓

に
L

で
､

ゴロ
､灯
り
､
オ
ブ
ア
ヲ
ウ
は
い
づ
れ
も
四
十
平
方
哩
内
外

あ
り
｡

〓

ハ
四
三
称
聞
入
タ
ス
マ

リ
雅
兄
､

1
七
六
九
年
グ
タ
グ
の
穿
船
級

1
八
聖

二
舛
英
人
宜
致
仰
就

任
し
て
成
功
し

叫
八
七

-
年
商
長
サ
n
ソ

バ
中
軸
王
と
し
て
フ
イ
汐
1
枚
僻
み
樹
立
L
た
る
が

T
八
七
四
年
サ
コ

ソ
パ
ウ
玉
よ
り
主
秘
も
英

国

王
に
詑
り
施
し

1
八
八
八
年
収
勅
の
粗
密

氷
る
｡
土
人
が
-
ネ
シ
ア
ン
は
流
氷
二
大
部
族
あ
り

T
は
包
甚
だ
孤
-

他
は
触

ら
ず
'
フ
イ
汐
-
は

前
潜
に
屈
す
る
i
泡
血
鬼
の
た
め
'
色
殿

か
ら
ず
o

T
八
五
九
年

の
.td
人
口
二
十
鵡
'

1
八
七

7
咋
十
四
鵜
､
湖

城
の
何
に
あ
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し
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八
七
五
年
控
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の
編
め
四
分

r
み
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ぜ
り
､
土

人
の
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九
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年
に
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約
九
鞘
'
政
人
凡
四
千
人
､
氾
血
人
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千

人
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六
滞
'
其
僻
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令
ぜ
て
人
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粗
放
十
六
前
人
と
耕
せ
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為
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フ
ィ
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島
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鯉
沸
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狗
立
代
砂
相
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TLプ
ラ
の
栽
培
と
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職
出
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し
て
､
綿
花
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玉
封
黍
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バ
ナ
ナ
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直
も
少
か
ら
す
'
米
作
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あ
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九
二
六
年
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易
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僻
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二
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二
櫛
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し
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甘
五
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鵜
碑
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し
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国
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引
な
り
Q
攻
囲
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舶
係
tf
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梅
よ
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る
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磯
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岐
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熟
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梓
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千
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地
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車
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よ
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千
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､
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潜
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梓
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〇
〇
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迫
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梓
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に
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植
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岐
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れ
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す
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が
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迎
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湖
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光
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リ
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出
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キ
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叉
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節
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叉
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付
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岩
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岩
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仕
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t
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コ
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ラ
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梯
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岬
に
つ
き
六
十

六
鹿
七
も
州
出
せ
ら
る
｡

叫
九
二

叫
年
本
関

に
つ
い
た
･>
ラ
ニ
ウ
ム
項
に
十
二
噸
で
あ

つ
た
が

山
九
二
四
年
に
は
五

六
瓦
の
ラ
ヂ
･1
ム
む
柑
た
｡
か
-
て
オ
ー
ラ
).
工
場
は.
世
鼎
の
討
嬰
私

消
ii
す
に
十
分
と
な
つ

Li｡

尭
赴

叫
九
二
二
坤
ま
で
草

フ
ヂ
ウ
i
の
血

界
産
餌
の
証
分
周
に
米
脚

荷

で
あ

っ
L
iが
'
今
や
ヵ
メ
ソ
が
が
そ
の
九
割
式
介
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磁
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し
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の
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な
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岡
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ス
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熊
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疑

船
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滞
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潮
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迎
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